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格子 TKT 入 Tc u β rl Z
正方格子 0.449(1)0.090 0.4535(5)0.851(25ト0.112(7)0.28(3)2.48(8)
三角格子 0.508(1)0.092 0.512(1) 0.845(25)0.105(8)}0.26(3)2.51(7)
表 1:FFXY模型のKT転移温度TKTと臨界指数入､カイラル転移温度Tcとその臨界指数L,β,ll,I
は､3次元にスピングラス相が現れることや､2次元のKT相の境界が温度軸に平行になるかリエ
ントラント的に内に曲がるかについての論争がある｡また､そもそもKT相がランダムネスに対
して不安定であるという指摘もあり､議論されている｡GaugeGlaSSでは0(2)対称性を有するい
くつかの模型が扱われている｡cosine型では､XY相互作用-Jcos(Oi-03･)に対応したハミル ト
ニアン71--J∑ cos(Oi-03･+ Ai3･)を扱い､ランダム変数Ai3･はP(Ai3･)∝eXp(DcosAi31))の分
布に従う｡この分布はD=∞で規則系､D=0で一様ランダム系に対応する､Gauss分布に近
い形をしている｡分布をこのように選ぶことでゲージ理論との比較が可能になる｡この他､周期
Gaussポテンシャルで書かれたいわゆるVilain模型にランダムなゲージを加えたGausS型もよく
研究されている｡この場合の分布関数は正規(GausS)分布に採れば､ゲージ理論が適用可能にな
る｡ゲージ理論によれば､KT相の存在する領域は､J/kBT≡K-D上で最も小さいD-Dc
を示す｡即ちかくか｡にKT相は存在しない｡そこで､両模型について∬-βに沿った転移を
解析した結果､共に図1-図3と同様の図が得られ､cosine型で7kT-0.325(6)､入-0.050が､
Gauus型でTKT-0.370(12)､入-0.046が得られた｡これよりKT相のランダムネスに対する安
定性を確認することができた｡
4 まとめ
非平衡緩和によるKT転移系の解析を紹介した｡各模型は異なる背景を有し､ハミルトニアン
も各々特徴があるが､解析過程は似通っており､方法の汎用性を示している｡臨界指数人は､簡単
な議論からり/2Zに等しいことが示されるが､得られた各模型の値は決して普遍的とは言えない｡
ただし､いくつかのクラスに分類できる可能性も見え､今後の研究を待ちたい｡
参考文献
【1]レビューとして､伊藤伸泰､尾関之康､野々村禎彦:日本物理学会誌 54(1999)336;
Y･02;eki,N.ItoandK.Ogawa:ActivityReport1999(SupercomputerCenter,ISSPUinv･
ofTokyo,2000);伊藤伸泰､尾関之康:固体物理 36(2001)839･
-760-
